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今月号の主な内容
◎由良町の財政事情
◎天災による国民年金保険料免除制度について　ほか
◎職員人事異動　ほか
◎行政機構図
◎文芸コーナー
◎平成 27 年度　各税納期限一覧表　ほか
◎由良町５月カレンダー
◎「ゆらっと紀州」内覧会　ほか
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町
で
は
、
町
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
る
か
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
予
算
や
執

行
状
況
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
年
に
２
回
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
平
成
26
年
度
下
半
期
（
平
成
27
年
３
月
31
日
現
在
）
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

※
会
計
年
度
は
４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
が
、
出
納
整
理
期
間
は
５
月
末
ま
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
受
入
れ
や
支
払
い
が
ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
各
表
は
決
算
額
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

■特別会計

会計名 予算額 収入済額 支出済額

国民健康保険会計 10 億   830 万円 7 億 3,431 万円 ８億 1,112 万円

後期高齢者医療会計 1 億 6,208 万円 7,264 万円 1 億 4,729 万円

介護保険会計 7 億 5,810 万円 5 億 8,496 万円 6 億 6,760 万円

公共下水道事業会計 ６億 1,813 万円 1 億 7,125 万円 3 億 9,797 万円

漁業集落環境整備事業会計 ５億 7,604 万円 5,691 万円 ４億 8,270 万円

合計 31 億 2,265 万円 16 億 2,007 万円 25 億   668 万円

会計名
収入 支出

予算額 収入済額 予算額 支出済額

水道事業会計
収益的収支 2 億 3,130 万円 ２億   956 万円 2 億 3,130 万円 1 億 5,802 万円

資本的収支 １億 7,840 万円 7,768 万円 2 億 6,175 万円 2 億 1,350 万円

一般会計とは別に、独立して経理を行う会計です。

歳　入
予 算 額

収 入 済 額

41 億 9,510 万円

33 億 3,885 万円

国庫支出金

町税

町債

県支出金

財産収入

諸収入

地方消費税交付金

繰越金

その他

15 億 1,419 万円
15 億 4,602 万円

8 億 2,434 万円
8 億 2,061 万円

4 億 3,960 万円
2 億 6,130 万円

3 億 2,787 万円
1 億 5,292 万円

7,000 万円
6,442 万円

5 億 7,471 万円
2 億 9,535 万円

5,617 万円
5,617 万円

5,084 万円
3,674 万円

455 万円

1,148 万円

3 億 3,283 万円

9,384 万円

一
般
会
計
は
、
当
初
予
算

が
38
億
２
，
０
０
０
万
円
で

し
た
が
、
そ
の
後
補
正
を
行

い
、
39
億
８
，
２
９
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
25
年
度
か
ら
26
年
度

に
繰
り
越
し
た
予
算
額
が

■
一
般
会
計

　

皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
役

立
つ
身
近
な
仕
事
を
行
う

た
め
の
町
の
基
本
的
な
会

計
で
す
。

地方交付税

財
政
事
情

（
平
成
26
年
度
下
半
期
）

由
良
町
の
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町債

　町債は、主に学校や道路、下水道など生活環

境や都市基盤の整備にかかる費用をまかなう重

要な財源です。また、整備した施設を利用する

将来の町民の皆さんにも、返済という形で費用

を負担していただくことで、世代間の負担の公

平化を図るという目的をもっています。　

町民１人あたりの町債残高

160 万円 （前年同期 143 万円）

区分 現在高 前年同期現在高

一般会計 43 億 8,167 万円 43 億 1,989 万円

特別会計 54 億 9,950 万円 46 億 9,965 万円

水道事業会計 1 億 4,561 万円 1 億 5,151 万円

合計 100 億 2,678 万円 91 億 7,105 万円

※町民１人あたりの金額は３月末現在の住民基本台帳人口

(6,254 人 ) から算出した額です。

※平成 27 年 3 月末現在一時借入金はありません。

基金
　基金は特定の目的のために必要な資金や、緊

急の財政支出に対応するための資金を管理して

いるものです。

区分
平成 27 年

3 月末現在高

平成 26 年

9 月末現在高

財政調整基金※ 11 億 2,272 万円 11 億 2,187 万円

土地開発

基金等※
8,457 万円 8,454 万円

国民健康保険

基金等※
5,155 万円 5,155 万円

下水道事業基金 3 億 9,507 万円 3 億 9,402 万円

合計 16 億 5,391 万円 16 億 5,198 万円

※財政調整基金・・・年度間の財源の不均衡を調整するために

積み立てられた積立金のこと。

※土地開発基金等・・・土地開発基金のほか減債基金、高齢者

福祉基金、ふるさとふれあい基金、教育振興基金を含む。

※国民健康保険基金等・・・国民健康保険基金のほか介護給付

費準備基金を含む。

公有財産

区分
平成 27 年

3 月末現在高

平成 26 年

9 月末現在高

公共施設敷地 245,238 ㎡ 242,742 ㎡

宅地 28,256 ㎡ 29,196 ㎡

田、畑、山林 624,253 ㎡ 617,965 ㎡

雑種地（その他） 358,765 ㎡ 336,491 ㎡

建物 58,855 ㎡ 58,803 ㎡

物品（車両） 49 台 48 台

株券 239 万円 239 万円

出資による権利 5 億 4,152 万円 4 億 6,452 万円

歳　出
予 算 額

支 出 済 額

41 億 9,510 万円

29 億 6,711 万円

9 億 9,315 万円
6 億 8,994 万円

7 億 4,411 万円
4 億 2,345 万円

5 億 3,702 万円
3 億 5,489 万円

4 億 4,955 万円
3 億 4,308 万円

3 億 9,453 万円
3 億 8,878 万円

3 億 2,465 万円
2 億 2,778 万円

2 億 9,615 万円
2 億 4,323 万円

1 億 6,606 万円
1 億 4,538 万円

      2,583 万円

921 万円

2 億 6,405 万円
1 億 4,137 万円

総務費

農林水産業費

衛生費

公債費

土木費

教育費

消防費

災害復旧費

その他

２
億
１
，
２
２
０
万
円
あ
り
、

こ
れ
ら
を
加
え
た
最
終
予
算

額
は
41
億
９
，
５
１
０
万
円 

と
な
り
、
前
年
の
同
じ
時
期

の
予
算
額
50
億
４
６
０
万
円

と
比
べ
16
・
２
％
減
少
し
て

い
ま
す
。

予
算
の
執
行
状
況
は
下
表

の
と
お
り
で
す
。

民生費
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天災による国民年金保険料免除制度について

風水害等の災害で大きな被害を受けたことにより、国民年金保険料の納付が困難な場合、申請を
して承認されると、保険料の全額が免除される制度があります。

国民年金の場合、震災・風水害・火災その他これらに類する災害により、被保険者の所有に係る住宅、
家財、その他の財産につき、被害金額がその価格のおおむね２分の１以上の損害を受けたときが対
象となります。

　詳しいことについては、住民福祉課（ＴＥＬ６５－０２０１）又は田辺年金事務所（ＴＥＬ
０７３９－２４－０４３２）までお問い合わせください。

１．申請に必要な書類
■国民年金保険料免除・納付猶予申請書
■（原則として）

罹災証明、又は被害農林漁業者等と認定さ
れた被害認定書の写し

■（罹災証明のみで被害の程度が判断できな
い場合）
国民年金保険料免除・納付猶予申請に係る
被災状況届

■（保険金・損害賠償金等が支給される場合）
保険金・損害賠償金額等の確認できる証明
書の写し

（※ご本人以外の方が提出される場合は委任
状が必要です。）

２．免除される期間
　■事由の生じた日の前月分から翌年の６月分
　　まで

（※保険料の納付が困難な場合は、早めの申
請をしてください。）

３．免除された期間の年金は
■全額免除された期間の老齢基礎年金額は、

保険料を納めた場合の２分の１で計算され
ます。

■保険料が免除された期間は、10 年以内であ
れば、後から保険料を納める（追納する）
ことができます。追納することにより、将来、
減額される年金額を増やすことができます。

■保険料免除期間の翌年度から起算して、３
年度目以降に追納する場合は、当時の保険
料額に経過期間に応じた加算額が上乗せさ
れます。

講
演
会
を
開
催
し
ま
す

テ
ー
マ
：
腰
痛
・
膝
痛
予
防
に
つ
い
て

日
　

時
：
５
月
20
日
（
水
）

                    

13
時
30
分
～
15
時

場
　

所
：
中
央
公
民
館　

大
研
修
室

講
　

師
：
公
立
大
学
法
人
和
歌
山
県
立
医
科
大
学

 

整
形
外
科
教
室　

橋
爪　

 

洋　

先
生

　　

講
演
会
の
申
込
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
５
月
18
日

（
月
）
ま
で
に
お
電
話
で
住
民
福
祉
課
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
65
・

０
２
０
１
）
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。　

ま
た
、
６
月
中
旬
に
は
「
腰
痛
・
膝
痛
予
防
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。
同
時
に
、
和
医
大
整
形
外
科
教
室

の
先
生
の
講
義
や
相
談
会
も
実
施
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
広
報
ゆ
ら
６
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、住
民
福
祉
課
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ

65
・
０
２
０
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

腰
痛
・
膝
痛　

さ
よ
う
な
ら

橋
はしづめ

爪  　洋
ひろし

　先生
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職員人事異動 ４月１日付けで職員の人事異動を行いました。
異動した職員は次のとおりです。
※（　）は旧所属です。

課長級

副課長級

主任級

一般職員

新規採用

住民福祉課　住民生活班　主事　塩
しおじ

路　智
ともゆき

之
　この度、住民福祉課住民生活班に配属されました、塩路智之と申します。
　私は窓口業務を主に担当しております。
　一日も早く、ふるさとのお役に立てるよう努めていきます。
　今後ともよろしくお願い致します。

教育委員会　教育課　主事　川
かわさき

﨑　翔
しょうた

太
　大阪体育大学を卒業し、教育課に配属されました川﨑翔太です。
　陸上競技の 400m を専門にし、国体に向けて日々練習に励んでいます。
　由良町をより一層元気な街にできるよう、精いっぱいがんばります。

上下水道課　工務班　技師　玉
たまき

置　　光
ひかる

　この度、新しく職員となりました玉置光と申します。
　先輩たちからたくさんのことを学び、早く仕事を覚え一生懸命頑張りたい
と思います。どうぞよろしくお願い致します。

新規採用職員からのご挨拶

住民福祉課長　川出眞佐男　（会計管理者）
産業建設課長　岩﨑　勝治　（住民福祉課長）
会計管理者　　鈴木　弘幸　
　　　　　　　   （上下水道課副課長兼庶務班長）

住民福祉課主事　塩路　智之
教育課主事　　　川﨑　翔太
上下水道課技師　玉置　　光

総務政策課主事　岩﨑　勇樹　（住民福祉課主事）
税務課主事　　　岩﨑　阿樹　（教育課主事）
住民福祉課主事　松下　博和　（税務課主事）
和歌山県後期高齢者医療広域連合へ出向　
　　　　　　　　前田　和亮　（住民福祉課主事）

上下水道課工務班長　石方　繁光　
　　　　　　   （上下水道課工務班長　〈主任級〉）
上下水道課庶務班長　中川　　武　
　　　　　　　　　　　　　   （上下水道課主任）

住民福祉課総括主任　馬場　智子　（ゆらこども園主任）
住民福祉課主任　宮本百百代　（ゆらこども園主任）
議会事務局主任　古部　京子　（ゆらこども園主任）
住民福祉課主任　東　　節子　（ゆらこども園主任）
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町議会庶務

議　　会

議会事務局

（６５－１１００）

総務政策課

（６５－１８０１）

企画政策班

町総合戦略、 公害防止、

広報、 町有財産、 町営住

宅、 ふるさと納税、 交通、

統計

宮下幸一朗課　長

岡﨑　誠一班　長

津野　聖也

岩﨑　勇樹

主　任 寺井　一馬
主　事

主　事

総務財政班

行財政改革、消防、防災、

国民保護、区長会、選挙、

条例、 財政

税 務 課

（６５－１８０２）

町税等の賦課徴収 ・滞納処分、

税収等確保対策会議、 税関係

の証明書

住民福祉課

（６５－０２０１）

住民生活班

戸籍、住民票、印鑑証明、
国民年金、 生活保護、 民
生児童委員、 児童福祉、
老人福祉、 障害者福祉、
狂犬病予防、 斎場、 廃棄
物等の処理

課　長

保健福祉班

国民健康保険、 後期高齢
者医療保険、 介護保険、
感染症予防、 保健指導、
予防接種、 こども医療、
ひとり親医療

川出眞佐男

行政機構図 （人員配置図）

平成２７年４月１日現在

松下　利幸班　長
主　任

山下　俊之主　任
主　事 福村　優希
主　事 川端　壽洋
主　事 中野　奈央

山口真由子

岩﨑　阿樹
工德　勇人

主　事
主　事

副課長兼
班　　　長

菅原　美和

東 　 　 節 子

主　任

主　任

中井　光代主　任

野田　真弓
主　事

山本　浩史主　事

竹中　知永

藤原　志帆

主　事

主　事

前田　和亮

弓場　寅貴

主　事

主　事

山口　　　毅

（保健師）

（保健師）

（保健師）

（保健師）

正亀　瑞穂
主　任
（保健師）

副町長 岡　眞治

町 長 畑中 雅央

局  長
主　任

主　任

礒 嵜 　 　 弘
上田かおる		

古部　京子	課　長
瀬戸　直樹副課長
石方　浩美主　任

吉村　勇己
主　事
主　事

角　　　栄一

井上　智哉

(和歌山地方税回収機構へ出向）

(和歌山県後期高齢者医療広域連合へ出向 )

山本　恵子班　長

宮本百百代

松下　博和

主　任

主　事

平 瓦 　 　 淳

塩路　智之

主　任

主　事

主　任
坂本　忠司主　任

馬場　智子

大谷　美和

総括主任

主　事

宮本　美鈴
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課　長 岩﨑　勝治

産業建設課

（６５－１２０３）

産業振興班

農業 ・ 林業 ・ 水産業の振
興、 農業委員会、 鳥獣保
護、 商工業の振興、 自然
公園、 地籍調査

町土整備班

道路、橋梁、河川、治水、
漁港、 港湾、 各種工事の
計画検査等

今田 　　愛主　事

上田　晃広班　長
原 　 　 秀 幸主　任
川口　友規技　師
杉本　浩士技　師

岡 　 　 卓 也技　師

上下水道課

（６５－１８０４）

工 務 班

公共下水道事業、 漁業集
落排水事業、 上水道事業

峰岩　敏彦課　長

庶 務 班

終末処理施設の管理及び
使用料の徴収、 水道料金
の徴収

班　長
白樫　泰文主　任
原井　正明主　任

石方　繁光

坂口　暢一主　任
玉 置 　 　 光技　師

出 納 室

（６５－１２０５）

現金等の出納 ・保管、 決算

会計管理者

稲垣　美香主　任
山下　公一主　事

教 育 課

（６５－１８００）

学校教育の指導助言、 学校施
設、 児童生徒の就学等、 学校
給食、 社会教育、 社会体育、
補導委員会

山後　貴史課　長

吉 村 　 　 元

主　任

教育委員会

主　事
谷中千賀子

用務員

湯川由美子

響庭　祐子

加藤　麗子

用務員

用務員

（由良中学校）

（衣奈小学校）

（白崎小学校）

坂田 善幸教育長

班　長
谷中　寧展主　任
数見　泰三主　事
松村　治樹主　事

主　事
主　事

加辻　典明

岡田　雄大
佐々木裕太

中 川 　 　 武
野田　里佳主　任

班　長

副課長兼
指導主事

鈴木　弘幸

髙瀬　正俊
主　事
主　事

小田　晋也
川﨑　翔太
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公
民
館
最
新
購
入
図
書
案
内

文
芸
コ
ー
ナ
ー

今
日
も
ま
た
重
山
あ
た
り
ぼ
ん
や
り
す
Ｐ
Ｍ
２
５
に
脅
え
る
こ
の
頃

美
味
そ
う
に
皿
に
盛
ら
れ
し
焼
そ
ば
の
香
り
漂
ふ
食
卓
の
上

枯
れ
し
か
と
近
づ
き
見
れ
ば
鉢
植
ゑ
の
細
き
梅
が
枝
紅
き
芽
を
持
つ

田
の
畔
の
草
刈
る
後う

し
ろ
で姿

今
も
な
ほ
鮮
明
に
し
て
人
の
顕
ち
く
る

結
ば
れ
て
六
十
五
年
を
争
は
ず
空
気
の
や
う
な
君
と
我
な
り

く
れ
な
ゐ
の
花
咲
く
椿
に
目
白
来
て
枝
か
ら
枝
へ
見
え
か
く
れ
す
る

四
・
五
日
を
春
め
く
気
配
に
息
づ
き
て
キ
ャ
ベ
ツ
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
肥
満
と
な
れ
り

雪
降
ら
ず
大
雨
も
な
く
春
迎
ふ
こ
の
峡
に
住
み
安
穏
の
日
々

や
は
ら
か
な
春
の
小
雨
に
は
ら
は
ら
と
風
に
も
吹
か
れ
梅
の
散
り
そ
む

寒
風
の
吹
き
く
る
庭
に
黄
水
仙
し
な
や
か
な
る
を
わ
れ
は
見
て
を
り

書
き
し
後
に
読
み
返
す
こ
と
な
け
れ
ど
も
今
日
の
出
来
事
こ
ま
や
か
に
記
す

九
十
六
歳
の
叔
母
の
通
夜
の
琴
の
音
に
心
し
づ
め
て
玉
串
捧
ぐ

お
の
が
街
の
た
め
戦
ふ
は
当
然
と
ク
ル
ド
の
少
女
し
か
と
答
ふ
る

西
の
空
真
赤
に
染
め
て
夕
陽
入
る
明
日
は
晴
れ
か
も
散
歩
に
行
か
む

わ
が
庭
に
ほ
つ
ほ
つ
梅
の
咲
き
そ
め
て
ほ
の
香
り
立
ち
小
鳥
寄
り
く
る

刈
り
進
む
枯
れ
草
の
中
芍
薬
の
赤
き
芽
立
ち
よ
冬
も
終
り
か

雀
ご
の
相
鳴
く
声
の
遠
退そ

き
て
庭
辺
寒
む
ざ
む
細
き
雨
ふ
る

己
が
身
の
為
す
す
べ
知
ら
ぬ
と
来
し
母
の
好
む
甘
め
の
珈
琲
を
出
す

大

西

竹

中

二
本
松

小

川

細

川

寺

井

浜

田

中

家

大

西

小

川

竹

中

細

川

山

下

中

家

浜

田

寺

井

二
本
松

山

下

 

由
良
短
歌
会　
三
月
詠
草　
　

克

恵

貞

子

せ
つ
子

玲

子

ミ
チ
ヨ

冴

子

順

子

か
よ
子

克

恵

玲

子

貞

子

ミ
チ
ヨ

清

美

か
よ
子

順

子

冴

子

せ
つ
子

清

美

中
央
公
民
館

●
一
般
図
書

・「
火
花
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

又
吉
直
樹　

文
芸
春
秋

・「
冷
蔵
庫
を
抱
き
し
め
て
」　　
　
　
　
　
　
　

荻
原
浩　

新
潮
社　

・「
ラ
ス
ト
ワ
ル
ツ
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　

柳
広
司　

角
川
書
店

・「
で
ん
で
ら
国
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
谷
美
樹　

小
学
館

・「
麒
麟
の
舌
を
持
つ
男
」　　
　
　
　
　
　
　

田
中
経
一　

幻
冬
舎

●
児
童
図
書

・「
て
つ
ぞ
う
は
ね
」　　
　
　
　

ミ
ロ
コ
マ
チ
コ　

ブ
ロ
ン
ズ
新
社

・「
バ
ム
と
ケ
ロ
の
お
か
い
も
の
」　　
　
　
　

島
田
ゆ
か　

文
溪
堂

・「
う
さ
ぎ
の
く
れ
た
バ
レ
ー
シ
ュ
ー
ズ
」　

                                            

安
房
直
子
／
南
塚
直
子　

小
峰
書
房

※
こ
れ
ら
の
図
書
は
、
最
近
購
入
し
た
も
の
の
一
部
で
す
。

衣
奈
会
館

白
崎
会
館

・「
有
頂
天
家
族
二
代
目
の
帰
朝
」　　
　
　

森
見
登
美
彦　

幻
冬
舎

・「
三
成
の
不
思
議
な
る
条
々
」　　
　
　
　

岩
井
三
四
二　

光
文
社

・「
明
治
維
新
と
い
う
過
ち
」　　
　
　
　

原
田
伊
織　

毎
日
ワ
ン
ズ

・「
地
方
消
滅
」　　
　
　
　
　
　
　
　

増
田
寛
也　

中
央
公
論
新
社

・「
ベ
イ
マ
ッ
ク
ス
（
角
川
ア
ニ
メ
絵
本
）」　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

ワ
ダ
ヒ
ト
ミ　

K
A

D
O

K
A

W
A

・「
春
雷
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉
室
麟　

祥
伝
社　

・「
槐
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
村
了
衛　

光
文
社　

・「
の
ろ
の
ろ
歩
け
」　　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
京
子　

文
春
文
庫

・「
お
に
ぎ
り
ぎ
ゅ
っ
ぎ
ゅ
っ
」　

き
む
ら
ゆ
う
い
ち　

世
界
文
化
社
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「

男

」

オ
レ
男
オ
レ
オ
レ
サ
ギ
に
御
用
心

衣
奈
育
ち
夫
に
ほ
れ
た
今
も
好
き

男
も
の
女
じ
ょ
た
い
に
泥
棒
よ
け

ま
あ
う
れ
し
い
な
ん
と
優
し
い
男
の
子

夢
に
見
る
強
い
男
の
肩
広
い

女
泣
か
せ
の
男
で
い
た
い
い
つ
ま
で
も

お
と
な
し
く
皆
に
や
さ
し
い
男
の
子

年
老
い
て
男
の
居
場
所
さ
が
す
日
々

可
愛
い
ね
ひ
孫
の
笑
顔
お
と
こ
ま
え

は
よ
入
り
君
が
さ
し
出
す
男
傘

世
の
中
の
男
女
の
中
複
雑
ね

ウ
イ
リ
ア
ム
王
子
の
お
手
玉
披
露
お
見
事
な

舵
に
ぎ
る
男
度
胸
の
国
の
首ど

ん相

男
な
ら
少
し
の
事
で
く
じ
け
る
な

告
白
は
男
も
や
ぶ
れ
か
ぶ
れ
な
り

健
さ
ん
と
言
え
ば
男
の
代
名
詞

錦
織
の
サ
ー
ブ
を
決
め
た
男
伊
達

男
ま
え
と
言
わ
れ
て
照
れ
た
孫
の
顔

男
意
気
茨
の
道
を
踏
み
し
め
る

家
の
中
大
黒
柱
居
る
平
和

戦
場
で
散
っ
た
長
男
母は
は

涙

（
自
選
句
・
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

堅
き
空
気
徐
々
に
和
ら
ぐ
卒
業
歌

亡
き
人
の
録
音
テ
ー
プ
か
け
彼
岸

暖
か
し
子
等
に
招
か
る
喜
寿
の
宴

目
の
癒
え
て
い
よ
よ
膨
ら
む
ね
ぎ
坊
主

自
動
ド
ア
い
く
つ
も
潜
り
春
忙
し

つ
つ
が
な
く
過
ぎ
て
一
日
長
閑
な
り

尺
八
の
献
奏
に
あ
る
春
回
向

こ
ぶ
し
咲
く
北
国
の
駅
人
ま
ば
ら

ア
ネ
モ
ネ
を
好
み
し
父
の
こ
と
語
る

春
の
鳶
見
て
い
て
茶
粥
噴
き
こ
ぼ
す

観
梅
に
出
て
鳥
声
を
楽
し
め
り

船
着
け
て
生
簀
に
鰆
放
ち
を
り

春
眠
の
己
が
温
み
に
丸
ま
り
て

生
き
る
欲
ま
だ
捨
て
ら
れ
ず
耕
せ
る

捨
て
畑
と
な
り
し
月
日
や
蕗
の
薹

堂
二
月
九
條
武
子
の
素
性
聞
く

伊

藤

上

本

大

野

片

山

北

岡

小

谷

小

山

高

橋

竹

中

田

淵

西

川

広

瀬

室

谷

山

下

柳

岡

吉

村

由
良
俳
句
教
室

川

柳

ゆ

ら

秀

一

郁

子

お
さ
む

綾

子

ゆ

み

か
お
り

ひ
と
み

義

巳

桃

代

佳

根

初

枝

峰

雄

俊

次

治

子

百
合
江

美
恵
子

文

香

美
智
子

昭

子

幸

代

恭

子

義

巳

安

子

枝
美
子

マ
サ
子

正

子

清

美

英

子

美
千
代

豊

子

き
よ
み

充

明

進

美

き
よ
み

治

郎

小
夜
美

克

己

中

﨑

礒

嵜

服

部

中

塚

五

嶋

高

橋

山

﨑

中

﨑

森宮

井

白

山

稲

葉

礒

嵜

田

代

山

下

井

上

坂

口

井

口

貴

志

中

口

谷

中



10

平成２７年 5月１日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報ゆら

平成 27年度　各税納期限一覧表
町・県民税 固定資産税 軽自動車税 国民健康保険税

平成 27 年   6 月   1 日 第 1 期又は全期前納 全期分
平成 27 年   6 月 30 日 第 1 期 第 1 期
平成 27 年   7 月 31 日 第 2 期 第 2 期
平成 27 年   8 月 31 日 第 2 期 第 3 期
平成 27 年   9 月 30 日 第 3 期 第 4 期
平成 27 年 11 月   2 日 第 3 期 第 5 期
平成 27 年 11 月 30 日 第 6 期
平成 27 年 12 月 25 日 第 4 期 第 7 期
平成 28 年   2 月   1 日 第 4 期 第 8 期
平成 28 年   2 月 29 日 第 9 期
平成 28 年   3 月 31 日 第 10 期

　※口座引き落としに関しては、各納期限日となります。納期内納付にご協力ください。

　※固定資産税全期前納については、コンビニエンスストアでの納付ができません。ご了承ください。

詳しいことについては、税務課（ＴＥＬ６５－１８０２）までお問い合わせください。

町税の納期限 固定資産税　第 1期分・全期分 6 月 1日 ( 月 )軽自動車税　全期分

～日高振興局からのお知らせ～～日高振興局からのお知らせ～
「紀州材で建てる地域住宅支援事業について」

紀州材を使用して御坊市及び日高郡内に住宅を建設する場合に補助金を受けられます。
補助金を受けるには、工事に着手する３日前までに事前の申込みが必要です。

　詳しいことについては、日高振興局地域振興部林務課（ＴＥＬ２４－２９１２）までお
問い合わせください。

対 象 　申請者自ら居住する目的で建設する木造住宅及び建築基準法
の許可又は届出が必要な規模以上の増改築。

受 付 期 間 　平成 27 年４月１日～平成 28 年３月 15 日（先着順）

申 込 み 　棟上げ又は土中杭打設の３日前（休日の場合はその前日）ま
でに日高振興局林務課まで申込みください。

留 意 事 項 　補助金交付の対象を同一とする他の国庫補助金又は県の補助
金の重複受給は原則できません。
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由良町５月カレンダー

　ごみ収集日１の地区…横浜・網代・衣奈・小引・戸津井・三尾川・糸谷・吹井・柳原・黒田
　ごみ収集日２の地区…里・南・阿戸・江ノ駒・門前・畑・中・大引・神谷
　※ごみは、収集日当日の午前２時までに所定の場所にお出しください。	 	
　詳しいことについては、役場（ＴＥＬ６５－０２００）までお問い合わせください。

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
４月 26 日 4 月 27 日 4 月 28 日 4 月 29 日 4 月 30 日 １日 ２日

・昭和の日

可燃ごみ 1 可燃ごみ 2 可燃ごみ 1 可燃ごみ 2

３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日

・憲法記念日 ・みどりの日 ・こどもの日
・由良町戦没者追

悼法要（興国寺）

・振替休日

可燃ごみ 1 可燃ごみ２ プラスチックごみ 可燃ごみ 1 可燃ごみ 2

10 日 11 日 12 日 13 日 14 日 15 日 16 日

・健康相談　　　　　　　
（衣奈会館）

・育児相談　　　　　　　　　　　　
※子育て支援セ
ンター（ゆらこ
ども園内）

・健康相談　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（中央公民館）

可燃ごみ１ 可燃ごみ２ 不燃ごみ 可燃ごみ１ 可燃ごみ２

17 日 18 日 19 日 20 日 21 日 22 日 23 日

・ 紀 の 国 わ か や
ま 1 万人健康リ
レーウォーク　

　（白崎海洋公園）

・4 か月児、10 か
月 児 健 診（ 白 崎
会館）

・腰痛、膝痛予防
講 演 会（ 中 央 公
民館）

・粗大ごみ（横浜）

可燃ごみ 1 可燃ごみ２ 資源ごみ１ 可燃ごみ１ 可燃ごみ２

24 日 25 日 26 日 27 日 28 日 29 日 30 日

・総合健診（由良
体育センター）

・由良小運動会
・衣奈小運動会
・白崎小運動会

・３歳６か月児健
診（白崎会館）

・粗大ごみ
（神谷・糸谷・吹井）

可燃ごみ１ 可燃ごみ２ 資源ごみ 2 可燃ごみ１ 可燃ごみ２

31 日 6 月 1 日 6 月 2 日 6 月 3 日 6 月 4 日 6 月 5 日 6 月 6 日

・総合健診（由良
町立武道館）

・人権擁護委員の
日　 特 設 人 権 相
談所開設（役場）

・固定資産税 第 1
期又は全期前納、
軽 自 動 車 税 全
期、納入期限

可燃ごみ１ 可燃ごみ２ プラスチックごみ 可燃ごみ１ 可燃ごみ２
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由良町合併 60周年記念バドミントン大会

由
良
町
合
併
60
周
年
記
念
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
を

３
月
21
日
（
土
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

総
勢
20
名
の
参
加
が
あ
り
、
１
部
・
２
部
と
も
優

勝
を
目
指
し
て
白
熱
し
た
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

各
部
門
の
優
勝
・
準
優
勝
は
左
記
の
方
々
で
す
。

（
敬
称
略
）

１
部　

優
勝　
　

松ま
つ
し
た下　

羽う

い衣
・
西に
し
や
ま山　

真ま

り理

　
　
　

準
優
勝　

小こ
や
ま山　

石い
し
お男
・
山や
ま
も
と本
ひ
か
る

２
部　

優
勝　
　

清し
み
ず水　

友と
も
み美
・
清し
み
ず水
ち
づ
る

　
　
　

準
優
勝　

山や
ま
も
と本　

和か
ず
み美
・
角す
み　
　

悠ゆ
う
へ
い平

「
ゆ
ら
っ
と
紀
州
」
内
覧
会

「
ゆ
ら
っ
と
紀
州
」
内
覧
会
が
３
月
22

日(

日)
午
前
10
時
か
ら
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
本
宅
内
で
式
典
が
行
わ
れ
、
初

め
に
畑
中
雅
央
町
長
の
式
辞
、
玉
置
一

郎
町
議
会
議
長
等
の
挨
拶
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
来
賓
と
し
て
、
日
高
振
興
局
、

摂
南
大
学
関
係
者
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
施
設
名
「
ゆ
ら
っ
と
紀
州
」

を
選
ん
で
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽

選
で
選
ば
れ
た
方
に
粗
品
の
贈
呈
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

式
典
の
後
、
新
し
く
設
け
た
販
売
所

に
お
い
て
、
地
域
の
特
産
品
の
販
売
が

行
わ
れ
、
駐
車
場
内
で
は
「
ゆ
ら
つ
く

ら
ん
会
」
に
よ
り
、
様
々
な
食
べ
物
が

提
供
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
は
餅
ま
き

も
行
わ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

「
ゆ
ら
っ
と
紀
州
」
は
、
今
後
も
更
な

る
改
修
を
行
う
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。


